
市の主な取組
　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大だ
い

震し
ん
さ
い災
に

よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご

冥め
い
ふ
く福

を
衷

ち
ゅ
う
し
ん心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
被ひ
さ
い災
さ
れ
た
多
く
の
皆
様
に
心
か
ら

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
大
震
災
に
伴
い
、
市
民
の
皆

様
か
ら
の
温
か
い
ご
支し

援え
ん

・
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

鹿
屋
市
で
は
、
支
援
対
策
室
を
設
置
し
、

被
災
地
の
皆
様
に
対
し
、
支
援
物ぶ
っ
し資
の
提
供

や
救
き
ゅ
う
え
ん援
・
救き
ゅ
う
ご護
に
係か
か

る
人
員
、
水
道
復ふ
っ
き
ゅ
う
旧
に

係
る
人
員
の
派は
け
ん遣
を
行
う
な
ど
、
被
災
地
の

復ふ
っ
こ
う興
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】
市
総
務
課
消
防
防
災
室

　
　
　

☎
０
９
９
４ｰ
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市
で
は
、
３
月
11
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
を
受

け
、
14
日
、「
義ぎ
え
ん
き
ん

援
金
箱
」
を
市

役
所
、
各
総
合
支
所
、
各
出
張
所

に
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
県
の
要よ
う

請せ
い

を
受

け
、
大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合
か

ら
、
緊
き
ん
き
ゅ
う急
消
防
援
助
隊
の
部
隊
８

人
、
救
助
工
作
車
を
派
遣
し
ま
し

た
。

　

15
日
に
は
、
市
が
提
供
で
き
る

支
援
物
資
を
県
に
登
録
し
、
被
災

地
か
ら
の
支
援
要
請
に
備そ
な

え
、
翌

16
日
に
は
、
全
国
市
長
会
の
緊
急

災
害
支
援
掲
示
板
を
通
し
、
被
災

地
へ
市
が
提
供
で
き
る
支
援
物
資

の
情
報
を
発
信
し
ま
し
た
。ま
た
、

同
日
、
市
営
住
宅
で
の
被
災
者
受

入
に
つ
い
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
復
興
支
援
を
全
庁
的

4 月 2 日： 福島県いわき市へ水道復旧に係る市職員３人を
　　　　　 派遣（7日間）
4 月１日： 宮城県へ支援物資発送（全部で 3.5 トン分）
3月 28 日： 宮城県石巻市へ

支援物資発送
　 （市民の皆様から提供いた
だいた紙おむつ、タオル等
や企業提供の甘味を抑えた
特注しょうゆ、みそ等、全
部で３トン分） 

 

3 月 26 日： 岩手県大船渡市へ大隅半島４市５町復興支援チーム
を派遣（うち市職員２人派遣・６日間）

3月 24 日：市武道館で支援物資の受付を開始 

3 月 23 日：宮城県石巻市から支援物資要請 
3 月 23 日：福島県二本松市へ支援物資発送
　　　　　 （保存食、紙おむつ等の市の備蓄

品や企業提供の飲料水等、全部
で３トン分）

3月 22 日：大隅半島４市５町復興支援チームを設置 

3 月 18 日：支援先が福島県二本松市に決定
3月 18 日： 東日本大震災（東北地方太平洋沖地震）鹿屋市支援

対策室を設置 

3 月 16 日：市営住宅での被災者受入を決定 
3 月 16 日： 全国市長会緊急災害支援掲示板へ鹿屋市が提供でき

る支援物資を登録
3月 15 日：鹿児島県に鹿屋市が提供できる支援物資を登録 

3 月 14 日： 緊急消防援助隊鹿児島県
団の派遣として、大隅肝
属地区消防組合から、救
助部隊８人、救助工作車
を派遣 

3 月 14 日： 水道復旧や管路調査にあたる市職員や被災建築物応
急危険判定士の派遣を各種機関に登録

3月 14 日：「東日本大震災義援金箱」設置  

～　震 災 復 興 に 向 け て　～

な
体
制
で
迅じ
ん
そ
く速
に
行
え
る
よ
う

に
、
18
日
に
は
鹿
屋
市
支
援
対
策

室
を
設
置
。
同
日
、
全
国
市
長
会

の
掲
示
板
を
通
じ
、
市
が
提
供
で

き
る
支
援
物
資
の
搬は
ん

送そ
う

先
が
、
福

島
県
二に
ほ
ん
ま
つ

本
松
市
に
決
定
し
第
一
便

と
し
て
、
23
日
、
保
存
食
、
飲
料

水
等
を
発
送
し
ま
し
た
。

　

24
日
か
ら
31
日
ま
で
、
市
武
道

館
で
支
援
物
資
の
受
付
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
連
日
、
市
内
外
か
ら
、

多
く
の
支
援
物
資
の
提
供
が
あ
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
回
、
支
援

物
資
の
受
付
や
、
こ
ん
包ぽ
う

作
業
の

ほ
と
ん
ど
を
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
幼
稚
園
児
が
描
い
た
愛
情

あ
ふ
れ
る
手
紙
や
高
校
生
が
折
っ

て
く
れ
た
千せ
ん
ば
つ
る

羽
鶴
な
ど
も
届
け
ら

れ
、
こ
れ
ら
の
物
資
を
嶋
田
市
長

に
直
接
支
援
要
請
の
あ
っ
た
宮
城

県
石い
し
の
ま
き巻
市
へ
第
二
便
と
し
て
28

日
発
送
。
４
月
１
日
に
は
第
三
便

と
し
て
、
自
衛
隊
国
分
駐
屯
地
の

車
両
３
台
で
、
宮
城
県
へ
支
援
物

資
を
発
送
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
隅
半
島
４
市
５
町 

の
編へ
ん
せ
い成
職
員
に
よ
る
復
興
支
援

チ
ー
ム
を
設
置
し
、
市
職
員
か
ら

二
人
を
26
日
、
第
一
陣
と
し
て
岩

手
県
大お
お
ふ
な
と

船
渡
市
へ
派
遣
し
ま
し

た
。（
う
ち
一
人
は
気
仙
沼
市
出

身
）

　

義
援
金
に
つ
い
て
も
、
多
く
の

個
人
や
団
体
、
企
業
か
ら
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、３
月
31
日
現
在
、

１
３
，
１
９
８
，
４
３
０
円
を
お

預
か
り
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
義

援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島

支
部
鹿
屋
市
地
区
に
届
け
ま
す
。

　

市
で
は
、
引
き
続
き
、
救
援
・

救
護
に
係
る
人
員
の
派
遣
な
ど
、

被
災
地
の
復
興
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

▲ 園児たちから被災者への手紙

▲
  大船渡市で支援物資の仕分け作業

を行う鹿屋市職員 2人

▲  市内のいたる所で行われている義援
金の募金活動

▲ 大隅肝属地区消防組合救助部隊 8人の活動の様子（石巻市）

▲ 震災後も、一部海水に飲み込まれたままの石巻市内
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